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不登校の未然防止のために、
学校風土の｢見える化｣を通した対応を求める
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文科省の提案する学校風土の把握ツール
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町田市ですでに実施されているものもあり、
それらを学校風土の把握に利用すべき

学校評価
hyper-QU

https://www.mext.go.jp/content/20230801-mxt_jidou02-000028870_8.pdf


学校評価について

 外部アンケート（児童生
徒・保護者対象のアン
ケート）の工夫として学
校評価ガイドラインの
｢授業等学校に対する評
価が実施されている場合、
評価を行った児童生徒・
保護者の匿名性の担保へ
の配慮の状況｣部分が引
用されている。

町田市でも、確実に
匿名性が担保される
よう全校で対応を統
一すべきでは。



子どものための学校風土調査



文科省マニュアルを参考にした
新たな取り組みの提案

 不登校マニュアル作成時や、マニュアル作成後の定期的な学校風土の把握
のために、匿名性を担保した「子どものための学校風土調査」の利用を検
討しては。

 hyper-QUの学級診断の結果や学校評価の結果について、コミュニティス
クールへの報告を徹底する事、その報告の内容を参考にして学校風土につ
いて議論をするよう徹底できないか。

 不登校マニュアルの作成の前に、不登校になった理由について、市独自に
匿名性を担保した形で子どもたちに直接問う調査を行ってほしい。できる
なら、保護者と児童生徒本人と二通りできるのが理想であると考える。
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